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殺害自白関係 死体検案書、首締めパンツ、口詰めパンツ

現場不存在関係 １１．２及び１１．２４毛髪鑑定書

自白の任意性関係 原告１０．１７録音テープ、杉山１０．３０録音テープ

被害者宅前の目撃証人 ＷとOM親子の初期供述

周辺の目撃証人 Ｉ、Ｋ、Ａ、Ｔ、Ｅ、SHの初期供述

アリバイ関係の証人 Ｆ、SAの初期供述

2011年
10.23

再審開始
無罪判決

Ａ

Ｉ

Ｋ

櫻井
11.２ﾃｰﾌﾟ

杉山
11.3ﾃｰﾌﾟ

服役１８年

無罪

無期懲役囚
11.13

Ｗ
不審者見かけず
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の可能性

アリバイ捜査の懈怠（アリバイ潰しに躍起） 初期供述の開示でｱﾘﾊﾞｲ
供述の操作が明らかに

Ｉ、Ｋから
8/28のこととして録取。
しかもＩ12.17では、
「以前から同様の供述」
と偽りの録取。

Ａ：情景の混乱

Ｉは8/28
と断定せず

Ｋは石段
の件を認めず

録音テープなどで
取調官偽証明らかに

１１．２及び１１．２４毛髪鑑定書

原告１０．１７録音テープ
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（図１）　　被告らの４４年にわたる不法行為
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